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業績ハイライト（単位：百万円）

　平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　ここに第26期（2015年12月期）の事業並びに決算の状況につきましてご
報告申し上げます。
　当期におきましては、大幅な増収増益を達成し、経営基盤をより一層強化
いたしました。
　次期につきましては、引き続きセキュリティ・ネットワーク・クラウドの3分
野での事業展開に注力し、更なる安定と成長の実現を目指してまいります。
　株主の皆様におかれましては、何卒ご理解を賜り、より一層のご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

代表取締役　渡部　進
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■ 売上高 ■ 経常利益 ■ 親会社株主に帰属する当期純利益

パートナーとの協業を推進すると共に
新規製品・サービスの拡販を通じて、
更なる事業の発展に取り組みます。

株主の皆様へ

代表取締役 渡部　進
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  当期の業績

官公庁向けの大型案件の他、自社サービスが堅調に推
移した結果、前期に引き続き2桁増収。
利益面でも、営業利益・経常利益・当期純利益につき、
いずれも大幅な増益を達成。

  次期の見通し

より高度で高い付加価値を提供すべく、セキュリティ・
ネットワーク・クラウドの主力3分野に注力してまいります。

■ 事業部門別
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ネットワークソリューション事業
Fortinet社やFireEye社を始めとするセキュリテ
ィ関連商品や無線LANのAruba社商品が好調に
推移し、前期を大きく上回りました。
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■売上高（単位：百万円）

ネットワークサービス事業
ネットワーク構築等のサービス及び保守、マネージ
ドVPNサービスを始めとする当社独自のサービス
商品が堅調に推移し、前期を上回りました。
■売上高（単位：百万円）
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特集　カレンダーで見る2015年12月期

　Aruba Networks社より、「 Japan 2014 Top Year/ Year Growth VAD」
を受賞しました。この賞は、2014年度にAruba Networks社製品を日本
国内で販売した代理店の中で最も販売成長率を伸ばした会社に贈呈さ
れるものです。Aruba製品の引き合い好調を受け、今後とも販売の拡
大を目指します。

1月 27日

　当社は、2011年より、
ファイア・アイ社の標的
型マルウェア防御システ
ム製品FireEyeの販売を開
始すると共に、導入・運用支援サービスを提
供してきましたが、ファイア・アイ社のリセ
ラー制度新設に伴い、ゴールドパートナー契
約を締結しました。
　ゴールドパートナー契約締結により、当社
のセキュリティビジネスがより充実化いたし
ました。

ファイア・アイ社と
ゴールドパートナー契約を締結

4月 22日

　NSFOCUS Information 
Technology Co., Ltdの日本
法人であるNSFOCUSジャパ
ン株式会社と日本における販売代理店契約を締結し、国
内販売を開始しました。
　同社の製品およびサービスを取り扱うことにより、
DDoS攻撃等の新たな脅威に総合的かつリーズナブルに対
応するソリューションの提供が可能になりました。

　標的型サイバー攻撃を強力に
ブロックするスレットストップ
社のIP レピュテーションサービ
ス、ThreatSTOPを運用支援する「 NVC ThreatSTOPサービ
ス」の提供を開始しました。
　ThreatSTOPは、インバウンドとアウトバウンドの標的
型サイバー攻撃両方を効率的に停止させユーザのネット
ワークを保護する点で、信頼性の高いクラウドベースの
サービスです。
　ユーザの状況に応じThreatSTOPをさらに使い易く
する当社独自の「 NVC ThreatSTOP サービス」を提供
することにより、保守運用サービスがより一層充実しま
した。

NSFOCUS ジャパン株式会社と
国内販売店代理契約を締結

「NVC ThreatSTOP サービス」を提供開始

2月 23日 5月 20日

त৆Λड Δ͚
୅දऔక໾�౉෦ਐ

τϩϑΟʔτϩϑΟʔ

Aruba Networks社より受賞

Anti-DDoSシステム
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　当社連結子会社の株式会
社 イ ノ コ ス 社 が 取 り 扱 う
Harmonic社のハイエンド放
送用エンコーダ『 ElectraTM シリーズ』が、中国新聞グ
ループのケーブルテレビ局2社（株式会社ふれあいチャ
ンネル・株式会社ひろしまケーブルテレビ）で共通運用
する新自主放送用システムのエンコーダとして採用され
ました。これにより、国内のケーブルテレビ業界として
は初のHD×3番組の放送が開始されることとなりました。

中国新聞グループケーブルテレビ局の自主放
送用システムのエンコーダとして、子会社イ
ノコスが取り扱うHarmonic社の製品が採用

10月 27日

　粘着テープの総合メーカー ・ 株式会社寺岡製作所にニュー
タニックス社のハイパーコンバージドインフラストラクチャ製品

「 Nutanix Xtreme Computing Platform NX-3060 シリーズ」を導
入しました。
　同社ではこれまで仮想インフラの煩雑な設計が問題となってお
りましたが、短期間での基幹系システム更改を実現し、仮想環境
の設計・管理工数を大幅削減に貢献しました。

ニュータニックス社のハイパーコンバージドインフ
ラストラクチャ製品を株式会社寺岡製作所に導入

11月 16日

　トムソーヤ ソフトウェア社と国内販売代理
店契約を締結し、同社が開発したデータ可視
化ソフトウェア開発キット（トムソーヤ パー
スペクティブ）の販売を開始しました。
　トムソーヤ パースペクティブは構造化デー
タ、準構造化データや非構造データ同士の関連性を簡単
かつフレキシブルに可視化するアプリケーションの開発
を手助けするキットで、トムソーヤ パースペクティブに
より開発されたアプリケーションは、増大するビッグデー
タの関連性分析に対するニーズに応え、様々な用途で活
用されています。
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トムソーヤ ソフトウェア社と国内販売代理店契約を締結

10月 13日

トムソーヤ パースペクティブの特長

Electra™ 8200

NX-3060 シリーズ

㈱寺岡製作所

ಋ  ೖ



NVCの
トピックスについて、

教えてほしいな。

C O L U M N

コラム

5

まなぶ君とゆく！NVCトピックス

NVCは、サービス
部門を強化して

保守運用をより充実

させていくんだね！

統合の効果が発揮
されているんだね。

更なる展開に期待しちゃうな。

まなぶ君
好奇心旺盛な中学生。NVCについて勉強中。

サービス部門を強化!! 

ユニファイド・セキュリティ・
サービス部門って何？

統合の効果は出ていますか。

　当社は、2014年から、サイバー攻撃対策として、お客

様のサイバーセキュリティを支援するプライベートSOC

運用支援サービスを開始し、運用を行ってきました。

　その運用過程において、従来、保守運用の部門で行って

いたマネージドサービスを統合することにより、より迅速

な運用が可能になると判断し、新部門を新設しました。

　ユニファイド・セキュリティ・サービス部門ではプラ

イベートSOC運用支援サービス、ThreatSTOPサービス、

Webサーバ脆弱性診断サービス、マネージドVPNサービ

ス、マネージドUTMサービスを提供しています。

各種セキュリティサービスを統合して
できた新部門です。

　ユニファイド・セキュリティ・サービス部門では、サ

イバーセキュリティに対しての解析ノウハウや運用を組み

合わせることが出来、顧客企業に対して、より質の高いサー

ビスの提供が可能になると考えています。

　最近の傾向として、システムやソフトウエアの脆弱性が

増えており、運用負担が劇的に増加しています。当社取扱

製品についてのベンダー経由の脆弱性情報とネット上に

オープンに発信される脆弱性情報を含め、ユニファイド・

セキュリティ・サービス部門で一括して取りまとめ対応

することにより、情報把握の効率化が図れています。

情報把握の効率化が図れています。

今回は、昨年1月に当社が「ユニファイド・セキュリティ・
サービス部門」を新設した趣旨についてご紹介します。

このコーナーでは、当社の新たな動きやトピックスについて解説していきます。

Q.
A.

Q.
A.

今回の
テーマ
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データ・セキュリティの
トータル・ソリューション “Imperva”

　近年、サイバー攻撃は巧妙さを増し続けており、大企業や官庁だけではなくあらゆる規模の組織がセキュ
リティ対策を余儀なくされています。
　なかでもサイバー攻撃による情報漏えいは大きな問題となっており、攻撃を防ぎ情報漏えいを防止するた
めに、インターネットと社内ネットワークとの接続部分で対策する製品や、社内ネットワークの内部で対策
するものが様々なベンダーから提供されています。

　また、当社はImperva製品の販売に加えて、2014年より提供中の「NVCプライベートSOC運用支援サー
ビス」の一部にも同社製品を利用しています。

　当社は、業界リーダーであり、サイバー攻撃から高度なセキュ
リティ機能によって社内ネットワークを防御することで情報漏
えいを防止する、米国Imperva社の製品を2006年に取扱いを
開始し、現在以下の製品を販売しています。

クラウドサービスとしてDDoS対策や
WAF（Webアプリケーション防御
用ファイアウォール）の機能を持つ。

オンプレミスベースでWAFの機能
を持つ。

オンプレミスベースで社内ネット
ワーク内部においてデータベースを
防御する。

Incapsula SecureSphere
（for WAF）

（SecureSphere）
DB Firewall

入口対策 入口対策 内部対策
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株式の状況
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ɽ̍גओ༷ͷॅॴมߋɺങऔ੥ͦٻͷଞ֤छ͓खଓ͖ʹ ͭ ·͖͠ ͯ͸ɺݪଇɺ࠲ޱΛ։ઃ͞ Ε
͍ͯΔ؅࠲ޱཧؔػʢূ݊ձࣾ౳ʣͰঝΔ͜ ͱͱͳͬ ͯ Γ͓·͢ ɻ࠲ޱΛ։ઃ Ε͍ͯ͞Δূ
݊ձࣾ౳ʹ͓໰߹ͤ͘ ͩ͞ ͍ɻגओ໊฽؅ཧਓʢࡾඛ6'+৴ୗۜߦʣͰ͸͓औΓѻ͍Ͱ͖
·ͤ ΜͷͰ͝ ஫ҙ͘ ͩ͞ ͍ɻ
ɽ̎ಛผهʹ࠲ޱ࿥ Εͨࣜ͞גʹؔ͢Δ֤छ͓खଓ͖ʹͭ ·͖͠ ͯ͸ɺࡾඛ6'+৴ୗۜޱ͕ߦ
ͱͳͬؔػ؅ཧ࠲ ͯ Γ͓·͢ ͷͰɺ্هಛผ࠲ޱͷ؅࠲ޱཧؔػʢࡾඛ6'+৴ୗۜߦʣ
ʹ͓໰߹ͤ͘ ͩ͞ ͍ɻͳ͓ɺࡾඛ6'+৴ୗۜߦશࢧ֤ࠃళʹ ΋͓ͯऔ͍ͨ͗࣍͠ ·͢ ɻ
ɽ̏ະडྖͷ഑౰ۚʹͭ ·͖͠ ͯ͸ɺࡾඛ6'+৴ୗۜߦຊࢧళͰ͓ࢧ෷͍͍ͨ͠ ·͢ ɻ

株主メモ
ࣄ ۀ 年 ౓

期 ຤ ഑ ౰ ۚ
डྖגओ֬ఆ೔

ఆ ࣌ ג ओ ૯ ձ

ओ໊฽؅ཧਓג
ಛ ผ ޱ ࠲ ͷ
ޱ ࠲ ؅ ཧ ػ ؔ

ಉ ࿈ བྷ ઌ

ެ ࠂ ํ ๏

1月1೔͔ Β12月�1೔·Ͱ

12月�1೔

ຖ年�月

ඛ̛̪ࡾ ৴̟ୗۜࣜגߦձࣾ

ඛ̛̪ࡾ ৴̟ୗۜࣜגߦձࣾɹূ݊୅ߦ෦
˟1���8081ɹ౦ژ౎ߐ౦۠౦ࣣ࠭ஸ໨10൪11߸
̴̩ �̻0120�2�2��11ʢ௨࿩ྉແྉʣ

ߦΑΓʹࠂެࢠి ·͍͢ ɻ
��IUUQɿ��XXX�OWD�DP�KQ-63ࡌܝࠂެ
ʢͨͩ ͠ɺిࠂެࢠ ΑʹΔ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ͳ͍ ɺͦͷଞͷ΍ΉΛނࣄ
ಘͳ͍ ༝͕ੜ͡ࣄ ͱ͖ͨ ͸ɺ೔ຊࡁܦ৽ฉʹެ͍ͨ͠ࠂ ·͢ ɻʣ
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ホームページのご案内 ≫ http://www.nvc.co.jp/

（注）１．当社は自己株式8,400株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
　　 ２．持株比率は自己株式（8,400株）を控除して計算しております。

株式会社ネットワークバリューコンポネンツ

大株主




